環境管理施設から利用者の皆様へ by 岡山大学環境管理施設,
環境管理施設から利用者の皆様へ
　「岡山大学環境管理施設報」第一号が昭和54年10月に創刊され，環境管理施設と技術指導員・
利用者等をむすぶ情報交換の場が提供された。環境管理施設の運営に万全を期するために廃液受入
条件の遵守・適正化をさらに進めていくためには，施設職員の行った無機廃液処理結果及び技術指
導員・利用者・施設職員が共同で行った有機廃液処理に伴う洗煙廃水分析結果等に関する処理情報
を発生源にフィード・バックすることが重要と思われる。このため，本号でもこれらの結果を「55
年度廃液処理現状について」の内に取りあげているが，結果をみた限りでは特に問題点は見当たら
ないかもしれない。
　しかしながら，本施設としては無機廃液部門の現時点での発生源における問題として次の4点を
提起したい。
●　処理困難な無機廃液の増加
　　医学部・同附属病院及び歯学部等から，細胞の組織標本を作る際の染色に用いるハリス・ヘマ
　トキシリン液に関連した水銀廃液が最近増加している。ヘマトキシリンはキレート試薬の一種で
　あり，しかも高濃度で含まれているため，この種の廃液が混入すると硫化ソーダを用いる現有の
　水銀処理技術では，廃液中の水銀を5ppb以下にすることは難しい。このため，次亜塩素酸一ア
　ルカリ酸化法によるヘマトリシリンの酸化分解等のいくつかの前処理方法を検討したが良好な結
　果は得られなかった。現有設備及び技術ではこの種の医療系水銀廃液はヘマ’トキシリン分解一
　硫化水銀沈澱一活性炭吸着の処理工程を繰り返して処理するのが最も確実であろうが，非常に
　長時間を要するのでいつまでもこの方法に固執するわけにはいかない状況である。
　　このような現状を学理解いただくため，当該発生源の関係者に状況を報告し，取り敢えず受入
　れの制限を行う一方で，より確実かつ効率的な処理技術を開発することが本施設の緊急課題とな
　っている。
●　セレン・ベリリウムなどを含有する廃液の処理とその水質分析
　　最近，セレン・ベリリウムなどの毒性元素を使用する実験が増加しつつあり，これに伴って，
　それらを含有する廃液が施設に持込れている。しかし，残念ながら，現在この種の廃液を現有の
　プロセスで処理出来るか否か，あるいは，処理出来たとして，処理後の水質分析について確実な
　方法は何なのか，情報収集に努力してはいるものの，正直なところ全く策をもたない現状である。
　目下解決の糸口を見いだすべく努力をしておりますので，発生源の皆様はもとより，関連ある情
　報をおもちの皆様からの積極的な関与を期待しております。
●　フッ素・シアン及び有機化合物対策
　　現有の凝集沈澱一活性炭吸着方式による無機廃液処理プロセスでは，フッ素及びシアンの完
　全除去は難しいので高濃度のフッ素やシアンが混入しないよう留意しなければならない。（低濃度
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　σpフッ素・シアンは水酸化第二鉄による凝集沈澱反応時に金属錯塩としてある程度除去されるこ
　とが知られている）。また，有機化合物が高濃度に混入すると水銀・シアンなどの処理で見逃せ
　ない影響を与え，処理水の水質が大幅に悪化するので，この対策として次亜塩素酸塩による酸化
工程を処理プロセスに取り入れるなど，処理技術の面から改良を行ってきたが，まだ十分とは言
　えない。このため，新しく有機化合物含有量の迅速分析技術の開発に努め，受入規格を設定する
　ことなども検討しなければならない。
●　医療系廃液中の病原体介在の可能性
　　東大環境安全センターでは「医療系廃水・廃棄物中の病原性微生物調査とその処理対策」と題
する研究が行なわれている。また，臨床検査に伴うシアン血液廃液からの細菌感染の可能性を指
摘する国立大学廃液処理施設もある。したがって本施設へ搬入される医療系廃液について，上記
のような指摘が当てはまらないという保証はなく，完全に消毒・殺菌されているのかといった疑
問はつきない。チェック方法・チェック機構の開発が待たれる。
一方，有機廃液部門での発生源における問題としては次の4点が挙げられる。
●　不燃性含水有機廃液の増加
　　大学で．発生する有機廃液には実験の都合上水と混合して排出される親水性有機溶媒の廃液が多
　い。アルコール類，アセトン，ピリジン，酢酸などがこれに該当する。この種の有機廃液は自燃
性がなく，しかも灯油と混合しないので，本施設の噴霧燃焼式有機廃液焼却処理装置を用いて直
接焼却処理することはできない。本施設ではこれまでこのような不燃性含水有機廃液については，
有機物の含有量を水で10％以下に希釈して，ホルマリン廃液と同様に難燃性廃液として処理す
　るか，または1～2倍量⑱アセトン等を加えて組成・発熱量を調節して可燃性廃液として処理し
てきた。しかしながら，最近の本学の含水有機廃液の量が急増している現状を考慮すると，前者
　については難燃性廃液の処理能力及び廃液相互の反応性等，後者についてはアセトンの価格等の
問題から全面的に実施するわけにはいかないのが現状である。
　　このため，本施設では水質総量規制を踏まえ，利用者の便宜を計るためにこの種廃液の処理技
術に取り組んできた結果，本施設報第二号で「新技術開発」として報告したようなW／◎エマル
ジョン燃焼法の開発に一応成功した。しかし含水アルコール廃液については技術的課題も残って
おり，実用化にはさらに検討が必要である。
●　回収再利用の必要性
　本施設での焼却処理を希望される有機廃液の多くは複雑な組成を有し，再利用の不可能な廃溶
媒であるが，中には比較的単純な組成を有し，分別精製の可能な廃溶媒がある。また，排出者の
ところでは焼却処理を予定している廃液でも，研究目的によっては精製再利用できる場合がある。
特に，今までの経験によると塩素系溶媒（クロロホルム，ジクロルメタン，パークレン，トリク
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　レン，四塩化炭素など）の焼却処理では，これらの廃溶媒14に対し灯油30　eが必要であ’る。そ
　のため本施設有機廃液部門を利用される方は，省資源・省エネルギーの立場から，幅広く回収再
利用の道を考えていただくよう希望します。
●　洗煙廃水の汚染回避
　　本施設では春秋の有機廃液焼却処理により年間約16㎡の洗煙廃水が発生する。　この廃水は有
機廃液中に含まれていた水銀・鉛等の重金属によって汚染されやすく，本学でも汚染した洗煙廃
水は無機廃液部門で処理できるプロセスが採られている。しかしながら，本施設の濃厚無機廃液
処理能力は年間6㎡程度であるため，年間約16㎡発生する洗煙廃水が重金属等で汚染しないよ
　うに，有機廃液の受入条件を制限させてもらっている。すなわち，重金属等を含む有機廃液はあ
　らかじめ希酸で洗浄し，重金属等を逆抽出により除去した後搬入することとしている。
●　医療系廃液中の病原体介在の可能性
　　無機廃液部門に同じ。
　大学における廃液処理業務は排出者が排出責任を自覚し，公害原因物質の取扱いについて安易な
気持ちを捨てて対処するようになって初めて実効があったと言えるのではなかろうか・。そのため，
本学では技術指導員制度が導入され，教職員・学生・施設職員が共同で処理に当たる体制が採られ
てきた。最近では「環境管理施設へ廃液を棄てに行く」といった無理解は影をひそめ，本施設が設
置されて以来7年目を迎えるが，この問無事故で運転できたことは，技術指導員をはじめとする利
用者の方々の大変なご努力の結果であろうことは容易に推測できる。この際，先に列記した諸点に
今一度ご注意いただき，環境管理施設の運営に万全を期したいと願うものである。関係者各位の一
層のご協力ご鞭縫をお願いいたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（伊永　記）
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